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j畢文やまがた '96. l. 8第3り

発編作業tiどうやるの？
‘ 

Q. 埋蔵文化財の発掘調査って実際はどうやるのですか？

A. 今回は調査方法の概要を鶴岡市西谷地遺跡の例で説明します．

トレンチ調査は人手で遺跡の深さや
いこういぷつ

遺構遺物のありかを確認します．
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くい

調査区内に方眼状に杭を打ち地区割

りをして地番をつけます．

表土を取り去った後，ていねいに

表面を削り，土の色や質の変化か

ら昔の人の生活の痕跡（遺構）を

探します．

蝙
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~ 

., んかく

検出された遺構の輪郭

に，石灰を用いて線引

きします．

検出された選構の輪郭に したがって
へいはん

平板 （測墨器）で略測図を作ります．



'96. 1 . 8第3号 埋文やまがた

既`一_, . _, .. , ,. 叉l

遺構に残っていた昔の人が

使った道具 （遺物）が，

徐々に姿をあらわします．

遺構を掘り下げます．移植コ

テ • 竹ベラなどで，当時の姿

をあらわすように慎重に作業

を進めます．

調査の成果について，関係の公所や地

元の方々に知っていただくために，罰

査の終了近くに調査説明会を開催しま

す．

-・u-マ--
_ _..<::., 
~-c 

平安時代の深い井戸跡です．

たいゼさ

遺構の土の堆積の様子や平面の形 ・

進物の出土した状況などを 図面に

取って記鋒します．

西谷地遺跡の調査スタッ フです． ご苦労様でした．

/l 
← も力が入り ます。

ヘ

軍

土の埋まり方をよ く見て線を引きます．

ー

遺跡の広い範囲の遺構を正確に記録

するために，空中写真測鼠を専門業

者に委託することもあります．
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図己岱g~@~
落合遺跡 （村山市 ・縄文時代）

逍跡は村山市の北部，沢の目川と最上川の両河川に

挟まれた舌状の台地上に位府する，縄文時代中期中頃

の集落跡です。

上半身ですが 「土偶」が出土しました。残っている

部分で休長79mmあります。門昴がきちんと表現され

ているのが特徴です。 舟形町西ノ前辿跡の「日本最大

の士偶」 と同じ時期のものです。

t偶とは素焼きの人形のことで，そのほとんどが女
性を表現しています。お祭りやまじないに深い関係が

あると考えられています。

（渡辺烹） 土偶

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
下柳A遺跡 （山形市 ・古墳時代）

4ん Lょ・i'・
辿跡は市の北部，裔瀬川扇状地の扇端部の低湿地に

位岡する， 古屈時代中期の集沿跡です。特筆すべき出
ひ~,, ヽ1,

上追物として火銀杵があります。径7mm,長さ115mm
t' ,ヽ

残っており，先端が摩擦のため黒く焦げています。

占珀時代の火韻杵は，これまで嶋追跡（国指定史跡）

からの出土が知られるだけでしたが，今年の発掘調査

でより古い，新たな例が加えられました。

火鑽杵とはキリ揉み方式で火を起こすときに用い
,, r 

る棒をいい， 木午を受ける部分を臼といいます。

（尾形典典） 全体 先端部 火錢杵

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
荒川 2遺跡 （米沢市 ・中世）

追跡は米沢市の北部，塩野地区にあります。堀に囲
I: て

まれた1611.1:紀頃の館跡です。館内とその北側では，井

戸跡が110基も見つかりました。堀跡と井戸跡の中か
げた

ら は下駄や曲げ物，中同製の青磁• 白磁のほか多種多
様な土器と陶磁器も見つかりました。

その中でも内側に取手がついた内耳塙があります。

u径38cm高さ16.5cmあります。取手はつり下げたとき
に安定し，調耶のじゃまにならないように二等辺＝．．角

t t 

形の頂点にあたる位置についています。 外側は煤が付

いて哀っ黒になっています。

県内では米沢市の大浦C辿跡，上浅川逍跡でも兄つ

かっています。青森県の浪岡城では同じ形をした鉄製

の鍋が見つかっています。

（高桑登）

内耳 渦
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高 瀬山遺跡に思 、う
鱈 の交差点

山形市 鈴木 秀雄 （寒河ff」Ii三条追跡作来w

寒河江市の高瀬山には奈良時代の大変に大きな集
,. てあ な

蕗の追跡があります。竪穴建物の中にはカマドの跡

が見つかりました。今まで使用してたかのように，
L'うど Lゆ

焼士が朱色のままに掘り出され感動したものです。

深さが3.5メートルもある井戸からは曲げ物やくり

物が見つかりました。水汲み女が誤って手を泊らし

て落としたんだろうなどと，作業中に想像たくまし
IJ r 

い会話が弾みました。ここで井戸端会議をしていた

寒河江女逹はどこへ行ってしまったのだろうかなど

r、 月［題はつきませんでした。掘り下げ作業は記録しな
がらのため一ヶ月近くもかかりました。途中でり約が

崩れそうになり慌てて上留めをしたり，岩かったが
か o II 

中は狭いのでゴム合羽珀たり苦労させられました。

今ほどに道具のなかった時代にこのように立派な井
/・(/, 

戸が掘れたということは，いにしえの匠の素晴らし
1ヽ う9・ん

さに作業員皆で慨嘆したものです。

いつも調査説明会を聞いたり，発掘調査に従事し

ていて感じることは，竪穴建物のことです。縄紋時

代の竪穴建物は丸い形が多く，古墳時代からは方形

に変わり，平安時代になりますとほとんどが方形に

成っているようです。この翡瀬山辿跡の平安時代の

住まいでどんな人達がどんな生活をしていたのだろ

うかと思いを巡らしているとき，私はその時代に戻

ったような鉗捻におちいるものでした。

調査員の方からは基本的には現在とあまり変わ

らない生活だったと説明を受けましたが，一千年の

ヘだたりは計り知れない物があるように感じられま

す。当時は人と自然との澗和を大切に生活のリズム

を取っていたように思われます。

咋年はとにかく署かった。汗は私の祐るつなぎのし,.,.
服からl質き出し，滴り落ちながら地面に染み込んで

いきました。少々表現がオーバーでしたが，そのと
,) j 

き飲んだ水の旨かったことといったらありません。
よさ かん，'

風呂上がりのビールなどより勝り，はるかに甘露の

味と思ったものでした。

桃ノ木の木陰に休み， リンゴの木陰に涼を求めた

服の時。暑く大変だったが毎日が充実した発掘

作業だったと思います。
い こう

鍬かけや移植コテで逍構を掘り，辿物が士の合間
"そ

から顔を覗かせた瞬問。そのときの感動といったら

掘った者でなければ味わうことができません。それ

故に文京にもできません，あしからず。しかし例え

るならば松茸狩りで大きな山を当てたときよりはる

かにトキメキがあります。
..,..,,、
珍しい逍物が出土すると調査貝の先生は作業員を

集めて説明をしてくれます。それをネタに作業現場

では話しの花が咲くこと咲くこと。

昨年は休日を利用 して作業員の研修旅行で県立博

物館，南陽市稲荷森古墳，うきたむ風七記の丘考古

頁料館と山形県埋蔵文化財センターを見学しました。
ていね＼，

引率の調査員の先生方からはとても丁寧な説明を受

けました。特にセンターで一昨年に自分が今塚遺跡

で発掘した土器の破片が，大きな壺に立派に復元さ
、）が しら

れているのを見たとき，目頭に熱いものがこみ上げ

ました。大変有意義で楽しい研修旅行でした。

現場打ち上げの時は司会役を仰せつかりながら，

舞い上がってしまい調査貝の方の隠し芸を紹介する

のを忘れてしまったのが心残りでなりません。次回

はいの一番に紹介しようと思っています。

ちなみに今年（平成7)は寒河江市の三条迫跡で発

掘調査に挑戦しています。新しい発見に期待しながら。
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享 匿園宮炭厨

調査第二課長 佐藤庄一

ヘ

そんなわけで'95年の夏は中国の史跡を訪ね
る旅となりました。7月28日から8月2日まで， 5

らくよう

泊6日の駆け足の日程でした。北京から洛陽、そ

して茜萎，最後に工濯iの史跡を廻ってきました。
その中で特に印象に残ったことについて，いく

つか紹介してみましょう。

入 国して最初に戸惑ったのは物の値段です。
ばん I/

「万里の長城」などの史跡や観光地では，日本人

観光客とみると「シェンエン，シェンエン」と言

いながら物を売りにきます。どうも「千円」のこ

とらしく ，日本と比べると物価が安いので，思わ

ず言い値の千円で土産品を買ってしまいました。
ね 9

しかし私に続いて買った人は値切って3個千

円で買ったそうです。交渉次第では言い値よりさ

らに最低6割までは安くなるようです。失敗し

ました。遠慮せずにに交渉してみることですね。

,., 
らくよう

洛 陽は日本の奈良にあたるような都市です。
• J ●う もん

ここでは龍門の石窟がとくに印象に残っていま
とんこう ばっこうくつ うんこうせっくつ

す 。 敦燻の実高窟 • 雲尚石窟と並ぶ中国三大石

窟の一つといわれています。全長 1キロメー ト

ルにも及ぶ地域に 1万体弱の石仏が続く景観は

まさに圧巻です。けれども胴体がそのまま残っ

ていながら，頭がない仏像がいくつかあるのが

異様です。売買のため心ない人々に切り取られ

たもので，いま所在を確認しているといいます。
びるさりこ ざょうかいがん

高畠町の蛭沢湖近くに凝灰岩の大きな石切り場
ていI/い

の跡があります。ここに洛陽市と提携 して壊さ
ふく'!..!:

れた石仏群を何体か復元出来ないかなどど思わ

ず考え込んで しまいま した。

rff .. 
＾ 
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洛陽

酋如，唐の都「長安」があった都市です。城壁
i, I, は

に囲まれた異国情緒あふれる街です。西安半波博物

館では川崎利夫氏のはからいで，館長の魏光さんと

お話をすることができました。少し前に青森県の村

越潔先生も訪れられたと聞きました。そのせいか青

森県の三内丸山遺跡を手放しで誉めちぎります。
さいかいぶち

山形県にも西海渕遺跡という縄文時代の村全体が

わかる遺跡がありますと図面や写真で説明しました。

魏光さんがさらに興味を示し，日本にいってその遺

跡が見たいといいます。けれども工事で大半が無く

なって しま った と答えるとこんな大事な遺跡をな

ぜ壊してしまうのだとお冠です。これにはわたしも

困って「日本は国土が狭いから，すべての遺跡は残

せない」な ど冷汗ものの説明をせざるを得ませんで

した。

しかし魏光さんは自らわたしたちにお茶を入れて
』Jんじし さい i,ん

くれるなど気さくな人柄で，高畠町押出遺跡の彩文

土器や住居跡の構造などを話した後1 またいらっし

ゃいといって くれました。

万里の長城

へいはようこう

西 安の郊外には兵馬倫坑博物館があります。1974

年の初春に井戸掘りの作業中，偶然に陶器の兵士や
しこうてい

馬車などが発見されました。始皇帝の陵園にある巨
じゅん しん．

大な兵馬倫殉葬坑でした。死後の秦始皇帝を永遠に

守るために作られた兵士や馬の像6千余体は，それ

ぞれ表情が異なり，等身大の迫力をも ってわたし達

に迫ってきます。この世界的な遺産は，いまも 1-

““ 3号坑を覆ったドーム状の施設内で，発掘や復元作

業が進められています。しかし三つの坑以外は調査

経費がかさむため，今後の発掘調査のメ ドが立って

いないという説明がありました。もったいなく，ま

た残念に感じました。

I屈槌皇凧欧補I

前 回の韓国旅行では，韓国と日本の文化の密接な

つながりと，反日感情も含めた国情の違いを感じて

きました。

今回の中国旅行では， さら にスケールの大きい

「文明」の一部をうかがい知ることができました。ま

た旅の中で人々と直接言葉を交わす機会は少なかっ

たのですが，垣間みた中国の人々の生活の躍動感に

も大きな感動を得ることができました。機会があれ

ば再度訪れてみたい国です。
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埋文センターのうごき

調査遺跡の視察

寒河江市の閥瀬,1,辿跡において山形県議会議員の
視察が下記の日程でおこなわれました。

邸瀬山追跡は東北横断自動車道酒田線建設下事に

ともない，平成6年度から発掘調査がおこなわれて

います。これまでに旧石器時代後期から縄紋時代，

占墳時代， 奈良 • 平安時代，中 ・近I仕の辿跡が見つ
かっています。さらに平成8年度以降も発掘調査が

続きます。

文教公安常任委日会

視察l」時 平成7年10月Il LI (水）

1 011寺30ク}~1 111寺30ク｝

視察委旦平弘造松浦安雄 今野良和

野川政文井上俊一 渡部秀勝

後藤源 （敬称略）

総務常任委具会

視察LI時平成7年10月24LJ (火）

1 511寺05ク)-~ 1 611寺 15ク｝

視察委旦竹111堕栄奥山静枝栢本喜久夫

和田広弥上田啓 （倣称略）

で9ヤ

ヘ

保存科学基礎課程研修に参加して

謂査研究員 植松 暁彦

1995年11月7日から17日までの 2週間，奈良国立

文化財研究所埋蔵文化財センターの「保存科学晶礎

課程」研修に参加してきました。

早秋の奈良はようやく木々に赤色がつき始め，古
<t \ • かん

都の鋲観が赴き深くなりだした頃でした。

「保存科学」は造跡から出土した土器や木製品，

金属製品を保存するにあたり， 迫物自体から知り得

る情報を探る学問です。さらには長い間土中に埋も

れボロボロになってしまった辿物をどういう方法で

篠紺し，守っていくかを考える学問でもあります。
ii A 11 さ L う '~L ぬ

具休的な例として，顕微鋭で漆塗りのお椀の徐ら
がん りJ'i

れた回数や顔料には何が使われているかを調べて，

漆技術の時代や地域の共通点を見つけたり，錯びに

被われた金属製品にX線を射て，当時の形を伽つけ

る事なく復元したりします。

山形県では年々辿跡の発掘調査が増加し，たくさ

んの貴点な出土追物が見つかっています。しかし，

「保存科学」といった分野においては本県はまだまだ

遅れをとっています。このため将来はこの研修を通

して学んだことを生かし，新たな占代の風娯を復元

したいと思います。

• 編集後記 •

ヽ

● あけましておめでとうございます．上山も古のお正）」
でした．センターも96年を迎え股立4年IJと

なります． 「感性戯かな教脊と文化の

創造」にむけて本誌もその •助 と なる

よう努力して参ります．（安ID
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